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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公開番号】特開2003-210452(P2003-210452A)
【公開日】平成15年7月29日(2003.7.29)
【出願番号】特願2002-375784(P2002-375784)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３２１Ｑ
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３３１　
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３５０Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月16日(2008.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 被検体（２２）のコンピュータ断層（ＣＴ）画像を再構成するための方法
（９０）であって、ステップ移動／撮影モードにおいてＣＴイメージング・システム（１
０）を初期化するステップ（９２）と、その隣接するアキシャル・スキャン同士の間の距
離が検出器アイソセンタの位置における投影した検出器高さに概ね等しいような複数の隣
接するアキシャル・スキャンが作成されるように被検体をスキャンするステップ（９４）
と、前記隣接するアキシャル・スキャンを用いて被検体の画像を再構成するステップ（９
６）と、を含み、
前記隣接するアキシャル・スキャン間の連続したカバー範囲を得るために、前記隣接する
アキシャル・スキャン間の距離ｔは、次式の条件を満足する、
ｔ≦（Ｓ－Ｒ）Ｄ／Ｓ
（ここでＤは、アイソセンタの位置での投影された検出器幅を表し、Ｓは、線源・アイソ
センタ間距離を表し、Ｒは、前記アキシャル・スキャンの軸Ｚの方向に垂直な再構成ＦＯ
Ｖ（ｘ－ｙ）の半径を表す）
方法。
【請求項２】 投影サンプルを傾斜平行幾何学構成サンプルの組に区分けし直すステップ
をさらに含む請求項１に記載の方法（９０）。
【請求項３】 傾斜平行ビーム再構成アルゴリズムを用いて被検体（２２）の画像を再構
成するステップをさらに含む請求項１または２に記載の方法（９０）。
【請求項４】 Ｐβ（ｔ，Ｚ）を点（ｘ，ｙ，ｚ）を通る投影、またβを投影角度とした
【数１】

であるとして、前記傾斜平行ビーム再構成アルゴリズムが、
【数２】
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である、請求項３に記載の方法（９０）。
【請求項６】 被検体（２２）の画像を再構成するためのコンピュータ断層（ＣＴ）イメ
ージング・システム（１０）であって、
検出器アレイ（１８）と、
少なくとも１つの放射線源（１４）と、
前記検出器アレイ及び前記放射線源と結合させたコンピュータ（３６）であって、
ステップ移動／撮影モードにおいてＣＴイメージング・システムを初期化すること（９２
）、
その隣接するアキシャル・スキャン同士の間の距離が検出器アイソセンタの位置における
投影した検出器高さ（７４）に概ね等しいような複数の隣接するアキシャル・スキャンが
作成されるように被検体をスキャンすること（９４）、
前記隣接するアキシャル・スキャンを用いて被検体の画像を再構成すること（９６）、
を行うように構成したコンピュータ（３６）と、
を備え、
前記隣接するアキシャル・スキャン間の連続したカバー範囲を得るために、前記隣接する
アキシャル・スキャン間の距離ｔは、次式の条件を満足する、ｔ≦（Ｓ－Ｒ）Ｄ／Ｓ
（ここでＤは、アイソセンタの位置での投影された検出器幅を表し、Ｓは、線源・アイソ
センタ間距離を表し、Ｒは、前記アキシャル・スキャンの軸Ｚの方向に垂直な再構成ＦＯ
Ｖ（ｘ－ｙ）の半径を表す）
コンピュータ断層（ＣＴ）イメージング・システム（１０）。
【請求項６】 前記コンピュータ（３６）がさらに、投影サンプルを傾斜平行幾何学構成
サンプルの組に区分けし直すように構成されている、請求項５に記載のＣＴイメージング
・システム（１０）。
【請求項７】 前記コンピュータ（３６）がさらに、傾斜平行ビーム再構成アルゴリズム
を用いて被検体（２２）の画像を再構成するように構成されている、請求項５に記載のＣ
Ｔイメージング・システム（１０）。
【請求項８】 傾斜平行ビーム再構成アルゴリズムを用いて被検体（２２）の画像を再構
成するために前記コンピュータ（３６）がさらに、Ｐβ（ｔ，Ｚ）を点（ｘ，ｙ，ｚ）を
通る投影、またβを投影角度とした
【数３】

であるとした次式、
【数４】

に従って被検体の画像を再構成するように構成されている、請求項７に記載のＣＴイメー
ジング・システム（１０）。
【請求項９】 被検体（２２）の画像を再構成させるようにコンピュータ（３６）により
実行可能なプログラムで符号化したコンピュータ読み取り可能媒体であって、前記プログ
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ラムは、
ステップ移動／撮影モードにおいてＣＴイメージング・システム（１０）を初期化するこ
と（９２）、
その隣接するアキシャル・スキャン同士の間の距離が検出器アイソセンタの位置における
投影した検出器高さ（７４）に概ね等しいような複数の隣接するアキシャル・スキャンが
作成されるように被検体をスキャンすること（９４）、
前記隣接するアキシャル・スキャンを用いて被検体の画像を再構成すること（９６）、
を行うようにコンピュータに指令するように構成されており、
前記隣接するアキシャル・スキャン間の連続したカバー範囲を得るために、前記隣接する
アキシャル・スキャン間の距離ｔは、次式の条件を満足する、ｔ≦（Ｓ－Ｒ）Ｄ／Ｓ
（ここでＤは、アイソセンタの位置での投影された検出器幅を表し、Ｓは、線源・アイソ
センタ間距離を表し、Ｒは、前記アキシャル・スキャンの軸Ｚの方向に垂直な再構成ＦＯ
Ｖ（ｘ－ｙ）の半径を表す）
コンピュータ読み取り可能媒体。
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